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要旨
　季節の移り変わりは気象学にとってばかりでな

く，日本の古典文学にとっても関心の高い現象で

ある．高橋和夫の『日本文学と気象』（1978）は

この問題に関する先駆的業績であり―季節自体が

文学のテーマであり，多様な四季の変化が日本民

族の文化―と論述している．高橋の取り上げた事

象以外にも検討すべき課題は多いが，中でも日本

民族の文化とするにふさわしい例として，晩秋か

ら初冬に現れるしぐれがあげられる．しぐれは外

国には見られない特異な気象現象である．これは

日本の位置する地理的，気象的環境に由来する．

　本論文において特に『源氏物語』をとりあげた

のはしぐれが多様な条件のもとで具体的に観察さ

れており，それが文学的内実と密接にかかわって

いるからである．

　源氏物語にはこのしぐれが 31回出て来る．こ

れは清少納言が『枕草子』「ふるものは」または「雪

は」の段の終りでたった一回「しぐれ，霰は，板屋．」

として取り上げているのとは大きく違う．この違

いの理由には，作品の長さもさることながら，そ

の根底には第Ⅱ章に示すように，しぐれという言

葉の言語的変遷が考えられる．平安時代には和歌

の世界でしぐれは涙や悲しみといった比喩的要素

として使われることが多くなり，より物語に適し

た言葉としての成り立ちがあると考えられる．

　筆者がしぐれを軸にして『源氏物語』を読み解

こうと試みるのはこのことばのなかに『王朝女流
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文学の世界』（秋山 1972）の指摘に通じる，われ

われの祖先が古くから歌や物語に込めて来た日本

人としての，そして－広くは人間としての－普遍

的な感性を感じるからである．

　源氏物語のなかのしぐれに焦点をあて，気象学

の立場からその普遍的叙情の根拠を考察して行く

うちに，秋山（1972）の指摘に加え，奈良から平

安への遷都による気象の変化もまた，平安人の自

然観や精神基盤に大きくかかわったと思うに至っ

た．

　京都でしぐれといえばさっと降っては晴れ間の

出る北山しぐれのようなしぐれが意識されるが，

この物語ではそればかりでなく，終日晴れ間も無

く降ったり止んだりのしぐれが描かれている．筆

者は，前者を陽性のしぐれ，後者を陰性のしぐれ

と名づけ，紫式部が正確な観察眼に依り，それに

大きな意味を持たせていたことに葵の帖で気づい

た．

　なお，陽性のしぐれ，陰性のしぐれの気象学的

裏付けについては第Ⅳ章で，冬型気圧配置や寒気

の強さ，京都の地形等との関係させて述べた．
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